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3.　評価項目の例示2.　評価の視点の設定

　「福岡空港の現状と課題」及び「地域の将来像から」導き出された「福岡空港の役割」を基に、ＰＩステップ１，２で皆様から頂いた評価に関

する意見を踏まえつつ、将来対応方策を比較評価するにあたっての基本となる５つの評価の視点を設定しました。

　ここでは、将来対応方策を比較検討するための評価項目(案)を検討します。

　これらの方策は事業費や効果、自然環境・生活環境への影響等の度合いが大きく異なることを踏まえ、将来対応方策を定量的・定性的に

比較検討する材料として、評価の視点やＰＩで寄せられたご意見等から、現時点で想定される評価項目を以下のように例示します。

　今後、ＰＩステップ４では、評価項目を設定し、将来対応方策ごとの長所・短所等の整理をしていく予定です。

福岡空港に求められるもの

ＰＩステップ１、２での主なご意見 ＰＩステップ３での主なご意見

福岡空港の現状と課題 地域の将来像

福岡空港の役割

必要となる取り組み

福岡空港の需給逼迫の緩和に寄与するこ
とができるか

需給逼迫緩和の視点

福岡空港が将来にわたって国内外の航空ネッ
トワークにおける拠点性を発揮し、利用者
の利便性向上に資することができるか

利用者利便性の視点

方策の実施によって、生活環境や自然環境、
安全性の面で、どのような影響が考えられ
るか

環境・安全の視点

方策を実施した場合、まちづくりや地域振
興にどのような効果を及ぼすと考えられ
るか

まちづくりや地域振興の視点

方策の実施に必要な費用に照らして、利
用者等が十分な効果を得られるか

事業効率性の視点

・発着需要への対応

・効果の発現時期

・施設整備等の自由度

・方策実施の難易度　　

・航空路線の拡充

・便数の拡充

・乗り継ぎ利便性

・アクセス利便性

・運航等の確実性

・利用時間

・生活環境への影響

・自然環境への影響

・安全性の確保

・まちづくりへの影響

・福岡・九州にもたらす効果

・費用と効果　　等

以降 ステップ４で実施予定

ステップ3

サービス向上を促進し、
航空需要を支える空港

海外・全国と福岡を結
び相互交流の拡大を支
える空港

福岡の交通結節機能を
活かし、速く・安く・快
適な移動を支える空港

地域と共存しながら、
福岡・九州の自立的発
展を支える空港

評価の視点

評価項目の例示

航空ネットワークの拡充

○国内航空ネットワーク の拡充
○国際航空ネットワークの強化

利用者の利便性向上

○国際線・国内線の乗り継ぎ機能の強化
○国内航空ネットワークと九州域内交通ネッ

トワーク間の移動性向上
○貨物輸送ニーズへの対応

幅広い航空利用と安全・環境等への配慮

○経済・文化・防災活動等への貢献
○安全性の確保
○生活環境や地球環境へ与える影響の軽減
○効果的な設備投資と効率的な運営

空港容量の確保

○将来の航空需要や小型・多頻度化への対応
○ピーク時間帯における混雑解消
○航空会社間の競争環境整備によるサービ

ス向上と運賃の低廉化の促進
○新規路線開設や増便の促進
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・滑走路の長さや配置の検討
・新空港案の具体の配置　　等
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